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牛群検定の利活用などについて
解説記事を掲載しています

１ 全酪新報５月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスン その１１ ＭＵＮについて②

２ 酪農ジャ－ナル５月号 酪農学園大学エクステンションセンタ－
牛群検定だより（第２回）
検定成績など帳票のインタ－ネット配信

３ ＬＩＡＪニュースＮｏ１４５ 平成２６年３月号（家畜改良事業団）

牛群検定から考える乳用牛の育成方法（その３）
千葉県農業共済組合連合会東部家畜診療所次長 近藤寧子獣医師

新しい検定成績表について（その３１）分娩間隔と空胎日数
分娩間隔と空胎日数のデ－タ利用法を紹介しています。
http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kentei/kentei.html 牛群検定情報 検索

新規検定農家募集中！
パワ－アップした「検定試行」をご利用ください！
家畜改良事業団では「乳用牛改良対策事業」により、牛群検定を半年間無料体験できるお試し検

定を本年度も実施します。従来は１０月までには検定試行を開始して頂かないと、年度内に補助対
象の半年間を満度に利用出来ませんでした。今回から、この部分を改めて、いつ検定試行を開始し
ても、半年間の補助が可能となりました。これを機会に、検定に未加入の農家に一声かけてみてく
ださい。

ゲノミック評価の有効性
（１）未経産牛の遺伝情報の精度向上

牛群検定では、未経産牛の遺伝評価値は、従来、両親の遺伝的能力の平均（ＰＡ）を牛群改良情
報（参考情報）として提供してきました。ゲノミック評価では、ＰＡよりも信頼度の高い約４０％
の信頼度で遺伝情報を早期に把握できます。更には、従来のＰＡでは遺伝的能力の違いを計算でき
なかった受精卵移植等で生産された全姉妹牛についても、ゲノミック評価ではＳＮＰ検査から推定
することができます。

牛群検定では次世代診断情報を提供していますが、その中で「国際評価値を持たない海外種雄牛
です」というメッセ－ジが出ることがあります。これは、遺伝評価値がない若い種雄牛であること
が多く、従来のＰＡでは遺伝評価値を計算できませんでした。こういった種雄牛はリスクが大きい
ため交配を推奨できませんが、もし、使ってしまった場合、その娘牛が未経産牛のうちにＳＮＰ検
査を行いゲノミック評価により、その遺伝能力を早めに見極めておくことも必要です。

（２）総合指数（ＮＴＰ）による遺伝的改良
従来の未経産牛のＰＡでは、総合指数や乳器や肢蹄といった体型の遺伝情報は、母牛に体型情報

が無ければ遺伝評価値を計算できませんでした。しかし、ゲノミック評価ではＧＰＩという方法に
より、総合指数や体型の遺伝情報を提供できるようになっています。

（３）未経産牛の選択的利用
前述の２点から、未経産牛の遺伝能力がわかるので、未経産牛の選択的利用が可能になります。

選択的利用とは、当該の未経産牛への人工授精を後継牛生産とするのか？ Ｆ１生産を行うのか？
受卵牛として利用するのか？などを選択することです。世代間隔を短くすることで、遺伝的改良は
効果的に進みます。遺伝的に優秀な未経産牛をゲノミック評価により早く見出し、その未経産牛へ
の交配で後継牛を生産するのが、最も世代間隔を短くした効率の良い改良といえます。




